
＜実施内容＞

＜記録写真＞

＜参加者からのコメント＞
無記名/unknown 無記名/unknown

英語名称（英語版作成用）

消火体験の様子 避難所での段ボールベッド体験 地震発生時に自宅
で危険な場所を確認

団体名

事業名

Sapporo International Communication Plaza Foundation

Disaster Prevention Day for Foreigners

とても有益で、面白く興味深い内容でした。と
ても楽しく、今まで考えたことのない災害や災
害準備について学びました。

良いイベントでした。新しい友達もでき、新た
なことも学びました。このようなイベントを実
施していただきありがとうございました。

外国人留学生などを対象に、楽しみながら防災について学ぶイベントを開催しました。
災害発生時に適切な避難行動を取ることができるように必要な防災知識を得ることで、安心して
札幌で暮らせるようにすることが目的です。また、体験型のプログラムとすることで、参加者同
士の交流を促し、外国人留学生などの孤立化防止を図りました。

札幌市民防災センターで、地震、暴風、煙道、消火体験等を行ったあと、札幌市立資生館小学校
体育館にて、避難所体験および防災グッズの使い方講座を実施しました。
段ボールベッドやパーテーションを実際に組み立て、避難所の様子を再現しながら、一人分のス
ペースを確認し、非常用トイレの使い方などを学びました。また、防災ライフプランナーを講師
に迎え、参加者がそれぞれ自宅の間取り図を描き、災害発生時に危険な箇所を確認しました。家
具の固定グッズや避難行動などについても触れ、普段からの備えの重要性を説明しました。さら
に、避難所生活で起こりうるエコノミークラス症候群防止のためのヨガとストレッチ体験を行
い、参加者同士の交流促進を図りました。

申請団体
スタッフ

その他 合計

10 4 26 0 5 0 45名

外国人
留学生

地域住民
（外国人除く。地域
のスタッフ含む）

参加者数

日本人
学生

地域住民
（留学生以外の

外国人）

場 所

公益財団法人札幌国際プラザ

外国人のための防災デー

令和5年10月21日（土）

札幌市民防災センター、札幌市立資生館小学校体育館

実施期間

事業名

団体名
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